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琉球大学附属図書館の資料電子
化・公開事業の概要

• 1998年から貴重資料の電子化・公開事業開始

• 11コレクション

• 約2000コンテンツ

• 学内経費や外部資金などを獲得し、段階的に構
築
• システムの分散や老朽化が課題





コレクション名 公開年度

宮良殿内文庫 1997

ブール文庫 大正時代ガラス版写真 1998

伊波普猷文庫 2001

仲宗根政善言語史料データベース 2001

仲原善忠文庫 2003

矢内原忠雄植民地関係資料データベース 2005

ベッテルハイム手稿日記・公文書簡 2007

Walter Abelmann撮影写真 2011

島袋源七文庫 2013

阪巻・宝玲文庫（ハワイ大学所蔵） 2014

原忠順文庫
2019 



特徴

• 豊富なメタデータ（解
説・翻刻・現代語訳・
英訳）

• ハワイ大学マノア校の
所蔵資料（阪巻・宝玲
文庫）を公開



オリジナル資料の保存
デジタル化
英訳チェック

付加的なメタデータ作成
（解説・英訳）
デジタルデータの公開

@ハワイ大学で資料調査



画像二次利用の利用条件

• ハワイ大学所蔵資料は、ハワイ大学に利用申請

• 琉球大学所蔵資料は紙ベースでの申請書が必要

• 矢内原忠雄植民地関係資料データベースはPublic
Domainであることを明示（2018年5月〜）



矢内原忠雄植民地関係資料データベース
におけるPublic Domainの明示

• 矢内原忠雄（1893-1961）の収集した植民地関
係資料や自筆原稿などの資料群 642点

• 2005年に電子公開。LDFという画像形式を採
用

• 閲覧用ブラウザプラグインの開発停止により、
利用が困難に



矢内原忠雄植民地関係資料データベース
におけるPublic Domainの明示

• 2017年に画像データを琉球大学学術リポジト
リへ移行※

• 矢内原忠雄の著作権が消尽していたことから、移行
に伴いPublic Domainであることを明示

• Webサイトに利用時の報告を「お願い」
• Public Domain明示後の利用実績は把握できていない

※協力：オープンアクセスリポジトリ推進協会





今後の展望

• 2019年度デジタルアーカイブを改修作業中
• 分散しているデジタルアーカイブシステムを集約

• IIIFへの対応

• 2020年度公開予定

• 改修にあわせて、利用条件の再検討を予定
• 画像・解説・翻刻・現代語訳・英訳などメタデータ
の種類によって著作権の状況が異なる



画像・メタデータの著作権

データの種類 著作権の有無

画像 概ねPublic Domain

資料解説・英訳 著作権あり

翻刻 著作権なし

現代語訳・英訳 著作権あり



利用条件の私案

• メタデータを含めて著作権が存在しない場合

• Public Domainを明示

• 著作権を主張しうるメタデータを有している

• CC-BY

• 利用実績の報告は「お願い」。
• Webフォームなどの整備により、利用者のコスト
軽減を。



デジタルアーカイブの継続的
な運用のために

• システムの集約と国際標準規格への対応により、
システム運用コストを抑制

• 機関リポジトリ等、既存のシステムを併用すること
で、長期的なデータ公開を担保

• 将来的には、DOIを付与することで利用実績を
が自動収集可能になることを期待


